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平成１７年度　１級建築士　設計製図本試験課題「防災学習のできるコミュニティ施設」復元問題
設計課題　防災学習のできるコミュニティ施設

縮尺１／１，０００

に対する支援活動の場となる ものとする 。

この課題は、 ある地方都市において 、 ラン ドマーク と して地域住民に親し

まれてきた建築物の一部を残したもの （以下「既存部」 という 。 ） を活用して、災害

に関する知識や対応について学習・体験ができる 「防災学習部門」 と地域住民の交

設を計画するものである 。 また、災害時においては、東側の公園に避難した住民

流や自己啓発を支援するための 「集会 ・生涯学習部門」 とからなるコ ミ ュニティ施

計画に当たっては、特に次のこ とが求められている 。

は、一体的な平面計画と し 、調和のとれた立面計画とする 。

①新設部の設計と既存部を改修する設計を行う ものであ り 、新設部と既存部

②防災学習部門、集会 ・ 生涯学習部門及び共用 ・ 管理部門を適切にゾーニン

グした計画とする と共に、各部門の動線に配慮した計画とする 。

Ⅰ．設計条件

１．敷地及び周辺条件

①北側

②東側

③南側

道路 （幅員８ ｍ ） を挟んで、集合住宅がある 。

災害時には避難場所となる公園がある 。

道路 （幅員１ ５ ｍ ） を挟んで、商店街がある 。

（ １ ） 敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、下図のとおりである 。
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試　験　場（校名） 受　験　番　号

（ ７ ） （ １ ）～（ ６ ）の 「その他の施設等」は、床面積に算入しないものとする。

１．要求図面

設計製図答案用紙

て記入する 。

兼
配 置 図

１ 階平面図

１／２００

（１）

２ 階平面図
１／２００

（２）

Ⅱ．要求図面等

特 記 事 項床 面 積室 名部門

下表の室は、新設部又は既存部のいずれかに、すべて計画する

・地上１階に設ける。

４．所要室

防 災 学 習 室

煙 体 験 室

約 ８０㎡

約 １２０㎡

・ 防災 ・ 救護に関する講習会等に利用する 。

・ 火災時に発生する煙を擬似体験できる 。

・ 地震を擬似体験できる 。

展 示 ホ ー ル

防災ライブラ リー

約 ７０㎡

約 ４０㎡ ・ 防災に関する図書や映像等による学習に利用する 。

・ Ｐ Ｃ 端末スペース を ５ 席設け る 。

防

災

学

習

部

門

・防災意識を喚起する展示等に利用する 。

・ 吹抜け を設け る 。

・ 防災シア ターのホ ワ イ エ を兼ねる 。

・ 防災に関する映画等を上映する 。

・ 地上 １階に設け 、天井高は 、 ６ ｍ以上とする 。

する 。
適 宜パ ン ト リ ー

工 作 室 約 ８０㎡
・ 収納スペースを設ける 。

・ 木工教室、陶芸教室等に利用する 。

・ 収納スペースを設ける 。

・ 茶道教室、華道教室等に利用する 。５０㎡約和 室

・ 収納スペースを設ける 。

・ 料理教室等に利用する 。１００㎡約調 理 実 習 室

集
会

・
生
涯
学
習
部
門

倉 庫 （ １ ） 適 宜

倉 庫 （ ２ ） 適 宜

共
用

・
管
理
部
門

１００㎡約集 会 室

８０㎡約喫 茶 室

個別に利用で き る よ う にす る 。

・ サークル活動、各種講座等に利用する 。

適 宜エ ン ト ラ ン ス
ホ ー ル

約 １００㎡地 震 体 験 室

約 ５０㎡管 理 事 務 室 ・ 受付カウンターを設け 、防災学習部門及び集会 ・
生涯学習部門の利用者の入退館の管理を行う 。
・ エン ト ランスホールに隣接させる 。

・ 管理事務室に隣接させる 。

適 宜

適 宜

適 宜便 所

防 災 シ ア タ ー 約 １００㎡

電 気 ・ 機 械 室

にする 。

・ カウンター、テーブル、いす等を設ける 。

す る 。

・ 各階に設ける 。

を備蓄す る 。

・ 多目的広場から利用しやすい位置に設ける 。

医 務 室

災 害 用

講 師 控 室

備 蓄 倉 庫

約 １００㎡

約 １００㎡

（注）上記の床面積の合計（適宜を除く。）は、約１，１７０㎡となる。

１／２００
（４）

１／２００
（３）

断 面 図

立 面 図

２．面積表

いては 、 その算定式 も 記入す る 。

・可動間仕切によ り ２室（約５ ０㎡／１室）に分割して

・ 集会室及び和室に対する湯茶のサービスに利用

・ カフェテラスから も直接アプローチでき る よ う

・ 食料、飲料水、生活必需品、医薬品、発電機等

・ 車いす利用者にも対応した多機能な便所を併設

下表によ り 、所定の図面を作成し （ フ リーハンドでも よい。 ） 、必要な事項を記入する 。

図面及び縮尺

各階の床面積 （ 既存部を含む。 ） 及びその合計を記入する 。 なお 、各階の床面積につ
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項　目 新　 　設　 　部 既　 　存　 　部

３．その他の施設等

構造 ・階数 ・ ラーメ ン構造による鉄筋コンク
リート造 （一部鉄骨造と しても
よい。 ） 、地上２階建とする 。

・ ラーメ ン構造による鉄筋コンク
リート造、地上２階建の建築物
の一部を残したものである 。

㎡以下とする 。 の床面積
・床面積の合計は、・ 床面積の合計は、

1,916
384

192
㎡ （ 各階

㎡ ） とする 。

・ 新設部及び既存部の床面積の合計は、

1,416 ㎡以上、

2,300 ㎡以下
とする 。なお、 この課題の床面積の計算においては、 ピロティ 、
ポーチ、塔屋、バルコニー、屋外階段、屋外テラス等は、床面積
に算入しないものとする 。

1,800 ㎡以上、

規　 　摸

設　 　備 ・ 空気調和設備は、空冷ヒートポンプパッケージ方式とする 。

そ の 他

（ １ ） 多目的広場を 、次のとおり計画する 。

入るスペースとし、既存樹木を含めてもよい。 ）で

①地上に設けるものと し 、 ま とまったスペース （直径１ ０ｍの円が１つ
㎡以上（ ピロティ 、２００

②災害用備蓄倉庫との動線に配慮する 。

③多目的広場の地盤面下に防火水槽 （ ５ ｍ×１ ０ ｍ ） を計画する 。

に利用できるよ うにする 。

上部に屋根、ひさし等がある部分は算入しない。 ） とし 、公園と一体的

ス用と して ２台分を設ける 。

からの距離ができるだけ短くなる位置に設ける 。

なお、車いす使用者用の駐車場は、幅を３

用するものと し 、考慮しな くてよい。

（ ４ ）駐輪場は、利用者用として１ ０台分（

．５ｍ以上、勾配を１ １ ５以下と

する。

．５ｍ以上とし 、主要な出入口

また、利用者用及び職員用の駐車場については、近隣の公共駐車場を利

１台当たり ０．５ｍ×２ｍ程度）を設ける。

（ ５ ） ごみ置場（約１ ０㎡） を設ける。

（ ６ ）敷地内の通路に設けるスロープは、幅を１

（ ２ ） カフェテラス （ ３ ０㎡以上） を、喫茶室の屋外に設ける。

（ ３ ）駐車場は、地上に平面駐車とし、車いす使用者用として２台分、サービ

新設部及び既存部の条件は、下表のとおりである 。なお、既存部の平面図、

新設部及び既存部は、各階で接続させて行き来できるよ うに計画する 。

立面図及び断面図は、下書用紙に示すとおりである 。

２．建築物
の定められた枠内 （ 寸法線は枠外でも よい 。 ） に 、黒鉛筆を用い

①南側立面図とする 。
②既存部は、印刷されている図面のとおり である 。
③既存樹木が見える場合には、その部分を図示する 。

イ ．断面図の切断位置
ロ ．建築物の出入口

ニ ． カフェテラ ス （ 面積を記入し 、 テーブル、いす等を図示

を記入する 。

ホ ．駐車場 （ 台数及び出入口を明示する 。 ）
ヘ ．駐輪場 （ 台数を明示する 。 ）

ト ． ごみ置場
チ ．通路 、植栽等

する 。 ）

⑦直下階の屋根、ひさし等となる部分を図示する 。

⑨印刷されている既存部には 、壁 、出入口等を図示する 。
⑧吹抜け と なる部分を図示する 。

ハ．多目的広場 （ 面積を記入し 、防火水槽の位置を図示する 。 ）

①建築物の主要寸法 （ 柱割 り及び床面積の計算に必要な程度 ）

②室名等を記入する 。
③パイプシャフ ト の位置を図示し 、 Ｐ Ｓ と記入する 。

④エキスパンシ ョ ンジ ョ イ ン ト の位置を一点鎖線で明示し 、
Ｅ ｘ ｐ ． Ｊ と記入する 。

⑤ １階平面図兼配置図には 、次のものを図示する 。

ン ト を含み 、 建築物の全体の立体構成 （ １ 階及び ２ 階 ） がわ

直方向の省略は行わない もの とする 。

要な室名を記入する 。

示し な く て よい 。

②塔屋を除 く 建築物の高 さ 、 階高 、 天井高 、 １ 階床高及び主

③梁及びス ラ ブの断面を図示する 。 なお 、 基礎については図

⑥防災学習室 、 地震体験室 、 煙体験室 、 防災シア ター 、 展示
ホール 、 防災 ラ イ ブ ラ リ ー 、 集会室 、 調理実習室 、 和室 、
工作室 、 喫茶室 、 管理事務室 、 災害用備蓄倉庫 、 電気 ・ 機
械室の床面積を記入する 。

特 記 事 項

①切断位置は 、 新設部 、 既存部及びエキ スパン シ ョ ン ジ ョ イ

か る断面 と する 。 なお 、 既存部の断面については 、 下書用
紙に示すＡ－Ａ断面図を参考 と する 。 ま た 、 水平方向 、 鉛

たん

（ ６ ） 地盤は良好であ り 、杭打ちの必要はない。

（ ５ ） 電気、ガス及び上下水道は、完備している 。

（ ２ ）敷地は、平坦で、道路及び隣地との高低差はないものとする 。また、歩道の

（ ４ ）敷地内にある既存樹木 （高さ １ ２ｍ、根及び枝張り直径６ｍ ）は、現位置に

（ ３ ） 敷地は、近隣商業地域及び準防火地域に指定されている 。 また、建ぺい

（ ７ ） 気候は温暖で、積雪についての特別の配慮はしな くてよい。

切り開きは１箇所当た り ６ ｍまでできるものとする 。

率の限度は８ ０％、容積率の限度は４ ０ ０％である 。

保存するものと し 、 この範囲内には建築物を計画してはならない。

④西側 消防署がある 。

・ 新設部の柱芯は、既存部から
１． ｍ以上離すこ と 。５
・ エレベーター （機械室が不要な

ｍ以上、・ 主要な階段は、幅を １４．

ものとする。）は、乗用１基（ １ ３
人乗 ） を設ける 。

以上、勾配を１ １ ２以下とする。

の寸法を ３ ０㎝以上とする 。
・ 主要なスロープは、幅を １．５ ｍ

けあげの寸法を１ ６㎝以下、踏面

管用の小開口は設けてもよい。
・ 南側壁面は保存するこ と 。
・ 新設部と接続できる位置は、下
書用紙の平面図に点線で示す位
置とする 。
・ １階床高は、 Ｇ Ｌ． ．＋３００ｍｍ
である 。

・ 耐震改修は既に行われているも
のと し 、主要構造部は、撤去し
てはならない。ただし 、設備配

氏　　　名

・ ４ ０ ㎡以上の吹抜け を設け る 。
・ 風除室を設け る 。

Ｎ

最終訂正日 ： ２ ０ １ ０年１ ０月２ ９日ｈ ｔ ｔ ｐ ： ／／１ ９ ｔ ｏ ｒ ｕ ｚ ｏ ． ｎ ｅ ｔ ／

一級と るぞ！.Net からのお願い ：添削を希望される方はエスキース時間と作図時間を答案の右下に記入して下さい。

一級とるぞ！.Net


